
令和５年度 放課後等デイサービスきらっと 事業報告書 

 

～支援体制～ 

 4月に新たに保育士 1名を補充。児童発達支援管理責任者、保育士、看護師、児童指

導員による、より専門的支援体制となったことで、児童指導員等加配加算Ⅰ3 からⅠ1

への届出変更を行った。 

 

～新規利用児童の受け入れ～ 

昨年度 1 名学校卒業により令和 5 年度の登録児童は 10 名となった。9 月に相談支援

事業所より照会あり、三雲養護学校小高部 6年男児 1名を新たに受け入れる。同じく 6

年女児 1 名を来年度 4 月に受け入れのため、3 月に 3 回体験利用の受け入れを行った。 

 

～個別支援計画～ 

4月に個別支援計画立案のため、児童発達支援管理責任者、保育士、看護師、指導員

による個別支援会議にて個々の利用者の個別支援計画を立てた。6月保護者との面談実

施し、説明、署名をいただいた。 

10月、個別支援計画のモニタリング実施。計画立案同様、児童発達支援管理責任者、

保育士、看護師、指導員で会議開催し、１名ずつ支援について振り返りを行った。１１

月より保護者との面談実施し、説明、署名をいただいた。 

3 月初旬に年度末モニタリング実施し、来年度 4 月に個別支援計画立案、6 月より保

護者との面談実施予定。 

 

～令和 5年度平均利用者数～ 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

開所日数 20日 22日 22日 21日 21日 20日 

利用者数合計 82人 83人 92人 89人 75人 88人 

平均利用者数 4.10人 3.77人 4.18人 4.24人 3.57人 4.40人 

 

 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

開所日数 21日 21日 20日 20日 20日 21日 

利用者数合計 79人 78人 90人 89人 85人 81人 

平均利用者数 3.76人 3.71人 4.50人 4.45人 4.25 3.86人 

 

 今年度平均利用者数について、3.57～4.50 人で推移した。体調不良による長期入院

によるもの。長期学校休業日は利用を控える方などが数字に反映している。特に保護者



の就労を主な目的として利用されている方については、学校休業日の利用時間が足りな

いことなどを理由に短期入所、レスパイト入院を利用するケースもある。これらのサー

ビスについては保護者のレスパイト機能も当然あり、利用ニーズは高い。 

 

～職員研修～ 

職員相互の研鑽のため、下記研修会に参加、聴講した。 

 

令和 5年 8月 1日～31日 

令和 5年度滋賀県重症心身障害児・者および医療的ケア児・者支援者のための研修会 

オンラインによる聴講 

 

令和 5年 9月 2日 

ミュージックケア滋賀研究会びわこ勉強会 

 

令和 5年 9月 5日 

令和 5年度小児アレルギー疾患対策地域関係者研修会 

 

令和 5年 9月 9日～10日 

第 60回重症心身障害児（者）を守る全国大会 

 

令和 5年 11月 13日 

2023年度子どもの支援連絡会研修会 

今後の放課後支援はどう変わる 

～放課後等デイサービスのこれからについて～ 

 

～日常業務について～ 

○清掃 

・カーテンを開けて、冷暖房で室温の調整 

・テーブルや流し台、洗面台を消毒 

・天井走行リフトのレール、テレビ、棚等の埃取りののち、消毒 

・床の掃除機、モップ掛け、水拭き、消毒 

・加湿器の水補充 

 

○活動準備 

・３週間に１回図書館へ、絵本や紙芝居を借りる。 

・制作の作業準備、試作実施 



・活動の計画（月・週・日ごと） 

・技術向上のための練習（伴奏・読み聞かせ） 

・当日利用者の記録用紙の準備、必要物品のセッティング 

 

○利用者到着後から 

・手洗い介助 

・バイタル測定（体温は全員が対象でその他は必要な方のみ） 

・荷物の整理 

・家族からの引継ぎ、学校からの引継ぎの確認 

・水分補給介助（持参がある方については間食も） 

・排泄介助（介助のタイミングは個々に依る） 

・全体活動支援 

・連絡帳記入 

・個別活動支援 

・保護者来所時の対応 

 

〇利用者送迎について 

 医ケアを必要とする児童には看護師が同乗するようにしており、必要に応じてポータ

ブル電源を持参、使用している。利用者の構成によっては、かがやきの運転手に協力を

してもらうことで対応した。また、可能な限り１台あたりの乗車人数を少なくし、窓を

開放しておくことで３密の回避に配慮した。 

 

〇配布物の作成 

・きらっと便り（毎月発行） 

お便りについては、日頃の活動の様子や過ごしを中心に写真を交えて作成している。文章

については指導員が、イラストなどの装飾については保育士と、分担して一つのものを完成

させている。 

・利用日のお知らせ 

 翌月の利用日を示したものを作成、配布している。配布することで日程の確認、互いの失

念を防ぐ役目をしている。配布後に利用日の変更があった際には口頭でのやり取りとな

っているが、現在のところ不都合はない。 

 

〇施錠の確認 

  当事業所は通所施設であり、職員が常駐しているわけではない為、夜間は各所の施

錠が必要である。しかし、建物内には施錠を必要とする箇所が多く、最後に退勤する

職員がひとりで施錠の確認をすると効率が悪い。そこで、場所ごとに最終的に確認す



る事業所の割り当てを行い、効率化を図っている。確認後は、所定の表にチェック、

記名することで責任の所在を明確にしている。 

 

〇業務日誌・家族との情報共有のための連絡帳 

業務日誌の内容は、①学校への迎えの時間②利用開始時刻③利用終了時刻④体温⑤

心拍⑥ＳＰＯ２⑦服薬の実施⑧水分摂取量⑨利用時の様子（⑤～⑦については該当利

用者のみ記載）としており、入力と併せて、利用者ごとのケース記録にも同じものを

残すようにしている。また、その日の利用ではなくとも保護者から連絡が入った際も、

内容を残している。 

利用している児童・生徒のなかには自ら他者に働きかけたり、何かを発信すること

が難しいケースもいる。そのような方たちの様子を家族に伝え、あるいは自宅での様

子を共有するツールとして、連絡帳を活用している。 

今年度 8月より保護者との連絡、連携をより円滑に行うことを目的として携帯電話

を購入。電話による応答だけでなく、メールでの文字による応答が可能になったこと

でより正確に連絡連携を行うことが可能となった。 

 

～療育活動～ 

４月 

ねらい 
一人ひとりの生活を大切にし、安心した時間を過ごせるように

する。 

主な 

活動内容 

イースターエッグ制作（張り子製のたまごにペイント実施） 

エッグハント（各所に隠したイースターエッグを探す） 

端午の節句準備（こいのぼり・兜制作および飾りつけ） 

屋外散策（施設敷地内を希望者で） 

５月 

ねらい 生活のリズムを整えながら、自然に触れる。 

主な 

活動内容 

こどもの日の会（巨大ビワイチすごろく） 

パネルシアター 

制作（チューリップの花びら部分に色付け・土部分） 

ゆうがお・ミニトマトの植えつけ 

６月 

ねらい 周りの環境に関心を持ち、楽しく過ごす。 

主な 

活動内容 

ゆうがお・ミニトマトの観察・水やり及び栞の材料採集 

てるてる坊主制作（透明袋に花紙を詰めて成形） 

しおり制作（採集した草花をつかって） 

七夕制作（すいかの壁面飾り） 

７月 

ねらい 気温の変化に留意し、夏の遊びを楽しむ。 

主な 

活動内容 

あさがお制作（障子紙に色を吸わせて） 

さかな制作（ビニール袋に紙を詰めて） 



七夕飾りつけ（６月に制作した壁面を） 

ゆうがお・ミニトマトの観察及び収穫 

さかなつりゲーム（制作したさかな他を使用） 

８月 

ねらい 規則正しい生活を送り、元気に過ごす。 

主な 

活動内容 

かき氷制作（氷を模した画用紙にゆびえのぐで着色） 

花火制作（廃材を活用した特製スタンプを押して描画） 

ヨーヨー釣り（夏祭り気分で魚釣りゲームの竿を応用） 

ビワイチすごろく（マス目を夏仕様に変更して実施） 

さかなつりゲーム（７月と同様） 

９月 

ねらい 
夏から秋へと変わっていくなかで、健康に過ごし、楽しさを共

有する。 

主な 

活動内容 

ぶどう制作（大小の気泡緩衝材で粒を表現） 

お月見だんご（紙粘土を丸めて） 

パネルシアター（『てぶくろ』を上演） 

１０月 

ねらい 活動を通して季節の変化を感じ、季節の行事に関心を持つ。 

主な 

活動内容 

ハロウィン飾り制作（ジャックランタンとゴースト） 

Trick or Treatサイコロゲーム（出た目のお菓子を獲得） 

１１月 

ねらい 秋の自然に触れ、季節の変化を体感する。 

主な 

活動内容 

もみじ制作（画用紙・絵の具を袋に入れて押し伸ばす） 

はりねずみ制作（どんぐりをはりねずみのはり見立て、落とし

て接着させる） 

クリスマスリース準備 

１２月 

ねらい 慌ただしい中にあって、ゆったりできる時間を過ごす。 

主な 

活動内容 

クリスマス制作（サンタ・星の飾り） 

クリスマス会（パネルシアター『わすれんぼうのサンタさん』） 

お正月制作（花紙を餅に見立て、お雑煮へ） 

１月 

ねらい 季節の行事を通じて伝統的文化を体験する。 

主な 

活動内容 

お正月遊び（すごろく・書き初め） 

パネルシアター（『てぶくろ』） 

節分準備（おにのパンツ制作） 

２月 

ねらい 友達や支援者と一緒にものづくりや感覚遊びを楽しむ。 

主な 

活動内容 

節分行事（お話を視聴後、鬼退治ボウリング） 

合同制作（手形や足形を組み合わせて、はらぺこあおむし） 

ひな祭り準備（花紙を使用してひな人形を制作） 

３月 ねらい 
卒業や進級への期待感を持ち、充実した生活を送れるようにす

る。 



主な 

活動内容 

合同制作（先月の続き） 

作品袋制作（自身の手形などで袋を装飾したのち、これまでの

作品を振り返りながら袋詰め） 

防災学習（3/22に実施の消防訓練に先立ち、心構えを学習） 

エッグハント（イースターの遊びとして実施） 

 

～活動中の利用者の様子について～ 

障害の特性上、新しいものを受け入れ、習慣化するためには時間を要する利用者が多い。

その為、同じ活動を繰り返しおこなうことで、その活動に対してのなじみや安心感を得られ

るよう働きかけることをモットーに活動を展開している。活動については、その日の利用者

の構成により開始時刻が前後するが、通常の放課後であれば概ね１６時１５分頃にはじめ

の会に始まり、週替わりでの活動を経て絵本・紙芝居の読み聞かせでクールダウンしたのち、

帰りの会で迎えを待つ流れとしている。一方、長期休暇時は時間も長く、多様な活動をおこ

なえるかと思いきや排泄や水分補給、医療ケアといった生活支援に充てる時間も必要で、思

いのほかあっという間に終わる。 

 

制作活動：季節に関連した花や飾り、習字などを制作し、廊下に展示している。集中力の持

続が困難なケースが多く、一度に完成させるのではなく、少しずつ短時間の取り組みを、回

数を重ねるようにしている。また、正月や節分、桃の節句や端午の節句など、伝統的な季節

の行事は月初であることが多くみられるため、それを見越して前月の最終週に準備を始め

るようにして徐々に雰囲気をつくるようにしていった。完成した作品については、廊下に掲

示。華やかさを添えるとともに、観てもらった方からの感想が嬉しく達成感に繋がったと思

われる。 

 

合同制作：今年度は『はらぺこあおむし』を題材として実施。各自の手形を取り、それらを

パーツとして、あおむしの体やストーリーに登場する食べ物を表現。ひとつの同じゴールに

向かって取り組むことで一体感や仲間意識の醸成を目的としておこなった。 

 

散歩：夏休みは、屋外で過ごす時間を設けてシャボン玉などで遊ぶことが通例となっていた

が、２０２３年の夏はこれまで類を見ない暑さで、日陰であっても危険な日が続く。そのた

め、夏季は一切屋外で過ごすことはせず、適温に調整した室内で過ごしてもらうこととなっ

た。しかし、次第に暑さが落ち着いてくると屋外へ出る機会も増えた。活動外で散歩に誰か

が出ると、自身も行きたいという風にアピールされる方が大勢おられ、外の空気を吸うこと

で気分転換を希望されている。 

 

音楽体操（ラジオ体操）：『てをたたきましょう』『しあわせならてをたたこう』『あたまかた



ひざポン』『むすんでひらいて』など全８曲を活動の導入として実施。職員が見本となるよ

うに動くとそれを見ながら身体を動かせる子もいるが、ほとんどの利用者は聞いているの

み。しかし、それでも伴奏が始まると嬉しそうにしており、楽しんでいる様子がうかがえる。

また、レパートリーの中からの選曲も順番に取り組んでもらっており、概ね好きな曲がわか

るようになってきた。なかには、お気に入りの曲を引き当てるまで選び直しを希望する方も

おられ、その最中のやり取りが和やかな雰囲気づくりに一役買っている。 

 

読み聞かせ：活動の終盤に締めくくりとクールダウンを兼ねて実施。時間のある時には『ペ

ンギンマークの百貨店』で利用者に絵本を選んでもらうようにしている。理解の容易な物語

を中心に読み聞かせしているが、幼児向けの同じ音の繰り返しで構成される絵本を好む児

も少なくない。 

 

運動遊び（ボーリング）：ペットボトルを再利用したピンを順番に倒してもらうが、扱いが

容易となるよう軽いゴムボールを用いている。そのため、ボールが命中しても倒れないこと

がしばしばあるが、その状況をも楽しめるように盛り上げている。 

 

栽培活動：水口名物のかんぴょうづくりを目指して、原材料となるゆうがおの栽培に挑戦し

た。地域で水口かんぴょうの普及に携わっておられる生産者から苗を譲り受け育てた。しか

し、結果的に実が大きく育たず今回は失敗となった。原因としてはプランターでの栽培とし

たこと、これまで経験したことのない気温などが考えられる。写真を撮影し、生育状況を掲

示して利用者にも関心を持ってもらえるようにした。しかし、保険として栽培していたミニ

トマト（品種名：あまぷる）は順調に育ち、収穫に至った。利用者にも植え付けから始まり、

水やり、収穫と継続的に介入してもらい、収穫数は『あまぷる日記』として記録。収穫数は

その都度、利用者にシールを貼ってもらうことで記録した。 


